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今年度に入り 2人目の就労者が決まり、4

月 12 日、利用者全員とスタッフが参加し

て「就職を祝う会」を開催しました。入

所してまだ間もない利用者から、就職が

決まったＴさんに素晴らしい祝福の言葉

が送られました。 

■今回就職が決定したＴさんは、3年前に

特別支援学校から当センターに入所して

きました。当初よりさまざまな訓練の作

業については理解も速く、すぐに作業内

容を習得できる能力を持っていました。

しかし体力がなく体調不良で休むことも

多くありました。またスタッフを一番悩ませたのが対

人面でした。他の利用者とのコミュニケーションがう

まくできず、ささいなことで特定の利用者を自ら避け

るようなケースもありました。 

■スタッフからの指導にも、顕著な改善が見られない

まま「就労支援期間」の 2年が過ぎ、Ｔさんは就労継

続支援Ｂ型に移行しました。しかし、徐々にＴさんに

変化が表れ始めました。変化の動機は推測ですが、同

時に入所した利用者が何人も先に就職していったこ

とや、訓練における自分の能力への自信が深まったこ

とが引き金

となり、簡単

に休むこと

はなくなり、

自らしっか

りとあいさ

つをするよ

うになり、他の利用者を避けることもなくなりました。 

■昨年末、当センターからの就労実績があるＮ社から

実習受け入れの連絡をいただき、Ｔさんにとって２度

目となるＮ社での実習を行いました。この間大きな成

長を遂げていたＴさんは、先方から好評価を得ること

ができ、自信を深めたＴさんはＮ社への就職を希望す

るようになりました。そんなＴさんに年初朗報が舞い

込みました。Ｎ社の求人情報がハローワークに出され

たのです。 

■幸運にも希望先に就職が決まったＴさんの「祝う会」

では、利用者やスタッフからさまざまなお祝いのメッ

セージが送られました。Ｔさんの成長を見てきたスタ

ッフからは「就労まで 3年を要したけど、Ｔさんにと

っては決して無駄ではなかった」との言葉が送られま

した。また、1 か月ほど前に入所した 3 人の利用者は

全員が「素晴らしい仕事ぶりを見せてもらいました。

私も見習って頑張ります」との、Ｔさんへの尊敬の念

を表す言葉を送り、スタッフを驚かせてくれました。 

 

3 月から 4 月にかけて、3 人の利用者が入所してきま

した。今年の入所者に共通しているのは、非常に元気

が良いことです。以前からの利用者たちも良い刺激を

受け、朝礼時のあいさつの声も大きくなっています。 
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